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平
成
25
年
９
月
定
例
議
会
は
、
９
月
3
日
に
開
会
し
13
日
ま
で
の
会
期

で
開
か
れ
ま
し
た
。
議
会
初
日
に
は
、
行
政
報
告
、
上
程
さ
れ
た
各
議
案

の
大
綱
質
疑
、
ま
た
５
日
、
６
日
に
は
一
般
質
問
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
９

日
か
ら
は
、
各
常
任
委
員
会
で
付
託
さ
れ
た
議
案
を
審
議
し
、
13
日
の
最

終
日
に
採
決
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
９
月
定
例
議
会
の
行
政
報
告
の
概
要
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

9
月
定
例
議
会

行
政
報
告
(1)

  

総
務
部
関
係

■
総
務
課

　
東
日
本
大
震
災
の
被
災
地
で
あ
る
岩
手

県
山
田
町
を
引
き
続
き
支
援
す
る
た
め
、

９
月
１
日
か
ら
12
月
末
ま
で
の
４
か
月
の

期
間
で
、
職
員
の
派
遣
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
平
成
25
年
度
職
員
採
用
試
験
は
、
大
学

卒
一
般
行
政
職
に
44
人
の
応
募
が
あ
り
、

７
月
28
日
に
ノ
ー
ス
ア
ジ
ア
大
学
で
第
一

次
試
験
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
高

校
卒
一
般
行
政
職
、
消
防
吏
員
の
第
一
次

試
験
は
、
９
月
22
日
に
ノ
ー
ス
ア
ジ
ア
大

学
で
行
わ
れ
ま
す
。

　
８
月
８
日
、
北
秋
田
市
と
し
て
初
め
て

の
「
き
た
あ
き
た
子
ど
も
議
会
」
を
開
催

し
ま
し
た
。
子
ど
も
議
会
で
は
、
市
内
13

小
学
校
か
ら
、
26
人
の
子
ど
も
議
員
が
選

出
さ
れ
、
一
般
質
問
が
行
わ
れ
た
ほ
か
、

「
き
た
あ
き
た
子
ど
も
議
会
宣
言
」
が
採

択
さ
れ
ま
し
た
。

　
北
秋
田
市
民
歌
を
制
定
す
る
た
め
、
７

月
１
日
か
ら
９
月
30
日
ま
で
、
歌
詞
、
作

曲
者
及
び
讃
歌
の
募
集
を
行
っ
て
い
ま
す
。

８
月
20
日
現
在
の
応
募
状
況
は
、
歌
詞
８

件
、
作
曲
者
11
件
、
讃
歌
０
件
で
す
。

　
７
月
12
日
発
生
の
大
雨
に
よ
る
被
害
は
、

住
家
床
下
浸
水
１
棟
、
田
・
畑
冠
水
３
５

０
・
９
ha
、
道
路
・
河
川
の
公
共
土
木
施

設
８
か
所
、
農
地
・
農
業
用
施
設
15
か
所
、

林
道
５
か
所
の
ほ
か
、
冠
水
等
に
よ
り
市

道
13
か
所
を
通
行
止
め
に
し
ま
し
た
。

　
８
月
９
日
発
生
の
大
雨
に
よ
る
被
害
は
、

住
家
床
上
浸
水
１
棟
、
非
住
家
床
下
浸
水

１
棟
、
田
・
畑
冠
水
１
４
１
・
４
ha
、
河

川
９
か
所
、
農
地
農
業
用
施
設
26
か
所
、

米
代
川
河
川
緑
地
１
か
所
の
ほ
か
、
冠
水

等
に
よ
り
市
道
４
か
所
を
通
行
止
め
に
し

ま
し
た
。

■
総
合
政
策
課　

　
第
29
回
国
民
文
化
祭
あ
き
た
２
０
１
４

北
秋
田
市
主
催
事
業
の
プ
レ
事
業
と
し
て
、

６
月
９
日
に
現
代
詩
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
プ

レ
イ
ベ
ン
ト
「
北
の
風
土
・
詩
作
の
旅
〜

詩
の
小
径
」、
６
月
29
日
、
30
日
に
第
６

回
チ
ェ
ン
ソ
ー
ア
ー
ト
競
技
大
会
と
共
催

で
「
木
の
ア
ー
ト
展
〜
北
の
大
地
に
舞
う

赤
と
ん
ぼ
大
作
戦
」
を
行
い
ま
し
た
。

　
（
仮
称
）
北
秋
田
市
生
涯
学
習
交
流
施

設
設
計
業
務
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
実
施
に
係
る

選
定
委
員
会
が
７
月
10
日
と
７
月
24
日
に

開
催
さ
れ
、
㈱
青
島
裕
之
建
築
設
計
室
一

級
建
築
士
事
務
所
が
最
優
秀
者
に
選
定
さ

れ
ま
し
た
。

■
内
陸
線
再
生
支
援
室

　
秋
田
内
陸
線
に
関
す
る
地
域
懇
談
会
が

６
月
26
日
の
鷹
巣
地
区
を
皮
切
り
に
７
地

区
で
開
催
さ
れ
、
延
べ
１
４
１
人
の
参
加

者
が
、
内
陸
線
の
現
状
と
課
題
等
に
つ
い

て
活
発
に
意
見
を
交
わ
し
ま
し
た
。

　
第
１
回
秋
田
内
陸
線
支
援
団
体
情
報
交

換
会
が
7
月
28
日
、
比
立
内
農
村
環
境
改

善
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
、
９
団
体
か
ら

35
人
が
出
席
し
、
各
支
援
団
体
に
よ
る
協

働
活
動
を
申
し
合
わ
せ
ま
し
た
。

   

財
務
部
関
係

■
財
政
課

　
５
月
29
日
か
ら
８
月
13
日
ま
で
の
工
事

等
発
注
状
況（
５
０
０
万
円
以
上
）は
46
件
、

契
約
額
は
11
億
９
８
９
５
万
３
千
円
で
す
。

■
税
務
課

　
７
月
１
日
現
在
の
市
民
税
は
、
納
税
義

務
者
数
が
1
万
５
０
７
５
人
、
課
税
額
が

９
億
５
１
８
１
万
９
千
円
で
す
。
国
民
健

康
保
険
税
は
５
９
２
９
世
帯
、
課
税
額
が

６
億
１
９
４
１
万
４
千
円
で
す
。

    

市
民
生
活
部
関
係

■
生
活
課

　
４
月
か
ら
７
月
ま
で
の
ク
リ
ー
ン
リ
サ

イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
へ
の
北
秋
田
市
分
の
ゴ

ミ
搬
入
量
は
４
１
６
５
ト
ン
で
、
前
年
同

期
比
で
41
ト
ン
（
０
・
99
％
）
の
増
で
す
。

　
８
月
１
日
か
ら
10
日
ま
で
、「
子
ど
も

と
高
齢
者
の
事
故
防
止
」
を
運
動
の
重
点

と
し
て
、
夏
の
交
通
安
全
運
動
が
実
施
さ

れ
ま
し
た
。
１
日
に
は
、
道
の
駅
「
た
か

の
す
」付
近
で
、警
察
署
、交
通
安
全
協
会
、

交
通
安
全
母
の
会
な
ど
約
１
０
０
人
が
参

加
し
、
通
行
車
両
の
運
転
手
に
啓
発
品
を

手
渡
し
、
安
全
運
転
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　
市
民
提
案
型
ま
ち
づ
く
り
事
業
は
、
一

次
募
集
に
応
募
が
あ
っ
た
１
団
体
が
採
択

さ
れ
事
業
実
施
中
で
、
現
在
、
二
次
募
集

を
行
っ
て
い
ま
す
。

■
市
民
課

　
国
民
健
康
保
険
は
、
７
月
中
旬
に
医
療

費
通
知
を
送
付
し
、
本
人
の
医
療
費
の
全

体
像
を
把
握
し
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、

医
療
費
に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め
、
適
正

化
に
つ
な
げ
る
よ
う
努
め
ま
し
た
。

    

健
康
福
祉
部
関
係

■
福
祉
課　

　
「
第
63
回
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」は
、

７
月
14
日
の
米
代
川
花
火
大
会
会
場
に
お

い
て
犯
罪
や
非
行
防
止
の
Ｐ
Ｒ
活
動
を
行

い
ま
し
た
。
ま
た
、
７
月
16
日
に
は
文
化

会
館
で
関
係
機
関
・
団
体
等
約
２
３
０
人

の
参
加
の
下
、
家
庭
、
職
場
、
地
域
社
会

へ
犯
罪
や
非
行
の
防
止
を
訴
え
る
市
民
集

会
を
開
催
し
ま
し
た
。 

　
平
成
25
年
度
北
秋
田
市
戦
没
者
追
悼
式

を
８
月
30
日
に
文
化
会
館
で
開
催
し
ま
し

た
。
関
係
者
並
び
に
遺
族
会
員
約
２
５
０

人
が
参
列
し
て
、
北
秋
田
市
関
係
戦
没
者

１
７
０
０
人
余
り
の
英
霊
の
遺
徳
を
偲
び
、

黙
と
う
・
献
花
を
行
い
平
和
の
誓
い
を
新

た
に
し
ま
し
た
。

　
北
秋
田
市
要
保
護
児
童
対
策
地
域
協
議

会
の
代
表
者
会
議
を
７
月
12
日
に
開
催
し
、

医
療
、
教
育
、
警
察
、
福
祉
関
係
機
関
の

代
表
者
15
人
の
委
員
を
委
嘱
し
ま
し
た
。

■
高
齢
福
祉
課

　
地
域
支
援
事
業
に
お
け
る
二
次
予
防
事

業
対
象
者
把
握
事
業
は
、
65
歳
以
上
の
調

査
対
象
者
約
1
万
４
８
０
人
に
対
し
て
ア

ン
ケ
ー
ト
方
式
の
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
を
配

布
し
て
い
ま
す
が
、
７
月
31
日
現
在
の
回

収
数
は
６
６
９
９
件
で
率
は
64
％
で
す
。

そ
の
内
、
要
介
護
状
態
と
な
る
お
そ
れ
の

あ
る
と
認
め
ら
れ
た
方
に
つ
い
て
は
、「
健

康
づ
く
り
シ
ニ
ア
」
と
し
て
通
所
型
・
訪

問
型
介
護
予
防
事
業
へ
の
参
加
を
勧
め
て

い
ま
す
。
地
域
か
ら
の
要
望
に
応
え
て

行
っ
て
い
る
出
前
介
護
予
防
教
室
は
、
７

月
末
ま
で
の
開
催
回
数
が
23
回
で
、
４
１

２
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
包
括
的
・
継
続
的
支
援
事
業
は
、
認
知

症
の
方
が
年
々
増
加
し
て
い
る
現
状
を
ふ

ま
え
、
市
で
は
、
６
月
25
日
に
初
め
て
の

試
み
と
し
て
、
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
キ
ャ

ラ
バ
ン
・
メ
イ
ト
養
成
講
習
会
を
開
催
し

ま
し
た
。
講
習
会
は
、
地
域
で
認
知
症
を

正
し
く
理
解
し
支
援
す
る
認
知
症
サ
ポ
ー

タ
ー
を
養
成
す
る
た
め
、
市
民
に
認
知
症

の
基
礎
知
識
を
伝
え
る
講
師
役
（
キ
ャ
ラ

バ
ン
・
メ
イ
ト
）
の
養
成
研
修
で
、
介
護

関
係
者
や
行
政
関
係
者
35
人
が
受
講
し
ま

し
た
。

　
ひ
ま
わ
り
の
家
利
活
用
検
討
委
員
会
は
、

８
月
６
日
に
開
催
し
た
第
３
回
検
討
委
員

会
を
も
っ
て
、
会
議
を
閉
じ
る
こ
と
と
し

ま
し
た
。
今
後
の
施
設
の
利
活
用
に
つ
い

て
は
、
９
月
末
を
目
処
に
市
の
最
終
的
な

考
え
を
県
に
伝
え
ま
す
。

■
医
療
推
進
課

　
北
秋
田
市
地
域
医
療
連
携
セ
ン
タ
ー
運

営
協
議
会
は
、
７
月
26
日
に
第
１
回
目
を

開
催
し
ま
し
た
。
協
議
の
内
容
は
、
昨
年

度
の
活
動
実
績
の
報
告
と
本
年
度
の
事
業

計
画
に
つ
い
て
説
明
し
ま
し
た
。

■
診
療
所

　
４
月
か
ら
７
月
ま
で
の
市
立
３
診
療
所

の
外
来
患
者
数
は
、
阿
仁
診
療
所
で
は
、

内
科
２
８
７
４
人
で
前
年
同
期
比
４
０
９

人
の
減
、
外
科
３
４
９
５
人
で
前
年
同
期

比
２
人
の
増
、
歯
科
１
１
９
９
人
で
前
年

同
期
比
60
人
の
減
。
合
川
診
療
所
で
は
、

４
２
４
８
人
で
前
年
同
期
比
６
９
６
人
の

減
。
米
内
沢
診
療
所
で
は
、
内
科
５
８
１

３
人
で
前
年
同
期
比
４
２
８
人
の
減
、
小

児
科
５
４
５
人
で
前
年
同
期
比
21
人
の
増
、

整
形
外
科
１
３
１
８
人
で
前
年
同
期
比
２

５
９
人
の
減
、
脳
血
管
外
科
３
５
８
人
で

前
年
同
期
比
13
人
の
減
、
心
臓
血
管
外
科

82
人
で
前
年
同
期
比
８
人
の
減
で
す
。

■
健
康
推
進
課

　
健
診
の
受
診
状
況
は
、
特
定
健
康
診
査

２
０
０
０
人
、
一
般
健
康
診
査
53
人
、
後

期
高
齢
者
健
康
診
査
１
１
１
９
人
で
す
。

特
定
健
康
診
査
の
結
果
、
動
機
づ
け
支
援

対
象
者
は
１
８
１
人
、
積
極
的
支
援
対
象

者
は
68
人
で
特
定
保
健
指
導
に
入
っ
て
い

ま
す
。

　
介
護
予
防
事
業
で
は
、
４
地
区
で
定
例

開
催
し
て
い
る
「
の
び
の
び
運
動
教
室
」

に
延
べ
５
４
４
人
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

　
母
子
保
健
事
業
は
、
乳
児
と
中
学
生
の

ふ
れ
あ
い
を
目
的
と
し
て
「
思
春
期
ふ
れ

あ
い
体
験
事
業
」
を
実
施
し
、
合
川
中
学

校
３
年
生
と
森
吉
中
学
校
の
１
・
２
年
生

合
わ
せ
て
14
人
が
参
加
し
、
乳
児
と
の
ふ

れ
あ
い
を
体
験
し
ま
し
た
。

　
食
育
推
進
事
業
は
、
小
学
校
１
年
生
対

象
の
食
育
ジ
ュ
ニ
ア
を
実
施
し
、
73
人
の

参
加
が
あ
り
ま
し
た
。
今
後
も
関
係
機
関

と
連
携
を
と
り
、
幼
少
期
か
ら
の
よ
り
よ

い
食
習
慣
の
定
着
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

▲献花をして遺徳を偲び、平和への誓
いを新たにした戦没者追悼式

▲よりよい食習慣の定着を目的に開催し
ている食育推進事業

▲プレ事業として行われた「木のアート
展～北の大地に舞う赤とんぼ大作戦」
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